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(57)【要約】
【課題】リークテストの際、送気口周辺の水滴を自動的
に除去することができる構成を具備する内視鏡リプロセ
ッサを提供する。
【解決手段】内視鏡１００が配置される処理槽４と、処
理槽４に配置され、内視鏡１００が直接またはチューブ
１８０を介して接続される第１送気口１５０ｓと、第１
送気ポンプ４５と、第１送気口１５０ｓと第１送気ポン
プ４５とをつなぐ第１管路１５０と、第１送気口１５０
ｓに向けて開口された第２送気口１６０ｓと、第２送気
ポンプ４５と、第２送気口１６０ｓと第２送気ポンプ４
５とをつなぐ第２管路１６０と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が配置される処理槽と、
　前記処理槽に配置され、前記内視鏡が直接またはチューブを介して接続される第１送気
口と、
　第１送気ポンプと、
　前記第１送気口と前記第１送気ポンプとをつなぐ第１管路と、
　前記第１送気口に向けて開口された第２送気口と、
　第２送気ポンプと、
　前記第２送気口と前記第２送気ポンプとをつなぐ第２管路と、
　を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記第１送気ポンプと前記第２送気ポンプとは１つの送気ポンプとして一体化されてお
り、
　前記第２管路は前記第１管路に接続されており、
　前記第２管路に開閉弁が配置され、前記開閉弁よりも上流側に、前記１つの送気ポンプ
が配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記処理槽を覆うカバーを含み、
　前記第１送気口は、前記カバーに覆われた部位内に配置され、
　前記第２送気口は、前記カバーに覆われた部位外に配置されていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が配置される処理槽に、内視鏡またはチューブが接続される送気口が
配置された内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡リプロセッサを用いて内視鏡の薬液処理を行う前に、内視鏡内部に送気して内視
鏡内部の圧力変化を検出することにより、内視鏡のリークテストを行う場合がある。
【０００３】
　具体的には、内視鏡の漏水検知は、内視鏡リプロセッサの処理槽に配置された内視鏡の
リークテストポートにチューブの一端が接続されるとともに、内視鏡リプロセッサの処理
槽に配置されたリークテスト用コネクタの送気口にチューブの他端が接続された状態にお
いて、送気口に連通する管路に設けられた送気ポンプが駆動され、送気口からチューブ、
リークテストポートを介して内視鏡内部に気体が送気されることにより行われる。
【０００４】
　ここで、リークテスト用コネクタにチューブまたは内視鏡のリークテストポートを接続
する際、リークテスト用コネクタが濡れていると、リークテスト用コネクタ上の送気口周
辺の水滴が送気口を介してリークテスト用コネクタ内、即ち管路内に浸入してしまう。
【０００５】
　よって、リークテスト用コネクタ内に水滴が浸入した状態において内視鏡内部に送気を
行うと、内視鏡内部に気体のみならず水滴までもが供給されてしまう。
【０００６】
　よって、操作者は、リークテスト用コネクタに対してチューブまたは内視鏡のリークテ
ストポートを接続する前に、リークテスト用コネクタの水分を拭き取る必要があり煩雑で
あった。
【０００７】
　このような事情に鑑み、特許文献１には、処理槽内の液体が処理槽に配置されたチュー
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ブ接続用のコネクタ内に浸入してしまうことを防ぐため、コネクタに接続される管路に逆
止弁が設けられた構成が開示されている。尚、コネクタ内に逆止弁が設けられた構成も周
知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１２－６６０１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、逆止弁は、周知のようにクラッキング圧の個体差が大きいことから、リ
ークテスト用コネクタに接続された管路や、リークテスト用コネクタ内に設けられている
と、リークテストにおいて内視鏡内部の圧力変化を正確に検出することができないといっ
た問題があった。
【００１０】
　よって、リークテストにおいて、リークテスト用コネクタにチューブまたは内視鏡のリ
ークテストポートを接続する際、逆止弁を用いること無く送気口を介してリークテスト用
コネクタ内に水滴が浸入してしまうことを防ぐことができる構成が望まれていた。
【００１１】
　本発明は、前記問題点を解決するためのものであり、リークテストの際、送気口周辺の
水滴を自動的に除去することができる構成を具備する内視鏡リプロセッサを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するため本発明の一態様における内視鏡リプロセッサは、内視鏡が配置
される処理槽と、前記処理槽に配置され、前記内視鏡が直接またはチューブを介して接続
される第１送気口と、第１送気ポンプと、前記第１送気口と前記第１送気ポンプとをつな
ぐ第１管路と、前記第１送気口に向けて開口された第２送気口と、第２送気ポンプと、前
記第２送気口と前記第２送気ポンプとをつなぐ第２管路と、を含む。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、リークテストの際、送気口周辺の水滴を自動的に除去することができ
る構成を具備する内視鏡リプロセッサを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成を概略的に示す図
【図２】図１の内視鏡リプロセッサにおけるリークテストの際の制御部の各種駆動制御を
示すフローチャート
【図３】第２実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成を概略的に示す図
【図４】図３の内視鏡リプロセッサにおけるリークテストの際の制御部の各種駆動制御を
示すフローチャート
【図５】図１、図３の内視鏡リプロセッサの一例を、カバーが開放され、処理槽に内視鏡
が収納自在な状態において示す内視鏡リプロセッサの斜視図
【図６】図５の内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。本発明の内視鏡リプロセッサは
、内視鏡に対して、再生処理を施す装置である。ここでいう再生処理とは特に限定される
ものではなく、水によるすすぎ処理、有機物等の汚れを落とす洗浄処理、所定の微生物を
無効化する消毒処理、全ての微生物を排除もしくは死滅させる滅菌処理、またはこれらの
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組み合わせ、のいずれであってもよい。
　なお、以下の説明において、上方とは比較対象に対してより地面から遠ざかった位置の
ことを指し、下方とは比較対象に対してより地面に近づいた位置のことを指す。また、以
下の説明における高低とは、重力方向に沿った高さ関係を示すものとする。
【００１６】
　図１は、本実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成を概略的に示す図である。
【００１７】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、内視鏡１００が配置される処理槽４を装
置本体２に具備している。
【００１８】
　また、処理槽４に配置される内視鏡１００の内視鏡情報を読み込み、内視鏡情報を内視
鏡リプロセッサ１内に設けられた制御部７０に送信する検知部９９が、内視鏡リプロセッ
サ１の装置本体２の上面に設けられている。
【００１９】
　尚、検知部９９としては、内視鏡１００に設けられたスコープＩＤを読み取るＲＦＩＤ
や、内視鏡１００に設けられたバーコードを読み取るリーダや、操作者により直接内視鏡
情報が入力されるパネル等が挙げられる。
【００２０】
　処理槽４に、第１送気口１５０ｓを有するリークテスト用コネクタ３５が設けられてい
る。
【００２１】
　リークテスト用コネクタ３５の第１送気口１５０ｓには、内視鏡１００のリークテスト
の際、チューブ１８０における他端に設けられたコネクタ１８０ｂが接続される。尚、内
視鏡１００のリークテストの際、チューブ１８０の一端に設けられたコネクタ１８０ａは
、内視鏡１００のリークテストポート１０１に接続される。
【００２２】
　第１送気口１５０ｓには、図示しない開閉弁が設けられており、コネクタ１８０ｂが接
続された場合のみ開閉弁が開く、即ち、第１送気口１５０ｓが開口する構成をリークテス
ト用コネクタ３５は有している。言い換えれば、第１送気口１５０ｓは、コネクタ１８０
ｂが接続されていない場合は閉じている。
【００２３】
　また、内視鏡１００のリークテストの際、第１送気口１５０ｓに、チューブ１８０を介
さずに、直接、内視鏡１００がリークテストポート１０１に接続されても構わない。
【００２４】
　第１送気口１５０ｓは、内視鏡リプロセッサ１内に設けられた送気ポンプ４５と第１管
路１５０によりつながれている。送気ポンプ４５は、内視鏡リプロセッサ１内に設けられ
た制御部７０によって駆動制御される。
【００２５】
　また、処理槽４において、第１送気口１５０ｓに向けて第２送気口１６０ｓが開口され
ている。
【００２６】
　第２送気口１６０ｓは、内視鏡リプロセッサ１内に設けられた第２管路１６０の他端を
構成しており、第２管路１６０の一端は、第１管路１５０に対し送気ポンプ４５よりも下
流側に接続されている。即ち、第２管路１６０は、送気ポンプ４５と第２送気口１６０ｓ
とを第１管路１５０を介してつないでいる。
【００２７】
　尚、送気ポンプ４５は、第１管路１５０を介して第１送気口１５０ｓに気体Ａを送気す
る第１送気ポンプと、第２管路１６０を介して第２送気口１６０ｓに気体Ａを送気する第
２送気ポンプとが一体化されたものである。ただし、本発明はこれに限定されず、第１管
路１５０を介して第１送気口１５０ｓに気体Ａを送気する第１送気ポンプと、第２管路１
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６０を介して第２送気口１６０ｓに気体Ａを送気する第２送気ポンプとは別体であっても
よい。
【００２８】
　尚、第２送気口１６０ｓは、図１に示すように、処理槽４の底面を指向するよう下向き
に開口されていると、第２送気口１６０ｓの上側から垂れた液体が第２送気口１６０ｓを
介して第２管路１６０内に浸入し難くなる。
【００２９】
　また、第２送気口１６０ｓは下向きに開口されていなくとも、第２管路１６０内への液
体の浸入を防ぐため、第２送気口１６０ｓの上側にひさし等が設けられていても良い。
【００３０】
　また、第２管路１６０に、制御部７０の制御によって開閉される開閉弁１７０が配置さ
れている。よって、送気ポンプ４５は、開閉弁１７０よりも上流側に配置されている。
【００３１】
　尚、その他の内視鏡リプロセッサ１の構成は、周知であるため、その説明は省略する。
【００３２】
　次に、本実施の形態の作用について、図２を用いて説明する。図２は、図１の内視鏡リ
プロセッサにおけるリークテストの際の制御部の各種駆動制御を示すフローチャートであ
る。
【００３３】
　リークテストを行う際、先ず、ステップＳ１において、制御部７０は、検知部９９が内
視鏡１００の内視鏡情報を読み取ったと検知すると、ステップＳ２において、制御部７０
は、開閉弁１７０を閉じる制御を行う（開閉弁ＣＬＯＳＥ）。
【００３４】
　次いで、制御部７０は、送気ポンプ４５を駆動する制御を行う（送気ポンプＯＮ）。そ
の結果、開閉弁１７０は閉じているとともに第１送気口１５０ｓはコネクタ１８０ｂが接
続されていない場合は閉じていることから、第１管路１５０内が加圧される。
【００３５】
　その後、制御部７０は、ステップＳ４において、開閉弁１７０を開ける制御を行う（開
閉弁ＯＰＥＮ）と、第１管路１５０内の圧力が第２管路１６０を介して第２送気口１６０
ｓから放出される。即ち、第１管路１５０内の気体が第２管路１６０を介して第２送気口
１６０ｓから放出される。
【００３６】
　この際、第２送気口１６０ｓは、第１送気口１５０ｓに向けて開口されていることから
、第２送気口１６０ｓから放出された気体Ａは、第１送気口１５０ｓに向けて吹き付けら
れる。
【００３７】
　よって、リークテスト用コネクタ３５の上面３５ｊに水滴Ｗが付着している場合は、水
滴Ｗは、第２送気口１６０ｓから放出された気体Ａによって吹き飛ばされる。
【００３８】
　次いで、制御部７０は、ステップＳ５において、開閉弁１７０を閉じる制御を行う（開
閉弁ＣＬＯＳＥ）。その結果、開閉弁１７０は閉じているとともに第１送気口１５０ｓは
コネクタ１８０ｂが接続されていない場合は閉じていることから、第１管路１５０内が再
度加圧される。また、第２管路１６０内は、大気圧に戻る。
【００３９】
　この第１管路１５０内が加圧された状態において、制御部７０は、リークテスト用コネ
クタ３５にチューブ１８０のコネクタ１８０ｂが接続されたか否かを、第１管路１５０内
の圧力変化から検出する。
【００４０】
　その後、リークテスト用コネクタ３５にコネクタ１８０ｂが接続されたことを検出する
と、制御部７０は、リークテストのため、一定時間送気ポンプ４５を駆動して内視鏡１０
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０内に、第１管路１５０、第１送気口１５０ｓ、チューブ１８０、リークテストポート１
０１を介して気体Ａを送気した後、最後に、ステップＳ６において、送気ポンプ４５の駆
動を停止する制御を行う（送気ポンプＯＦＦ）。その後、内視鏡１００内の圧力変化を検
出してリークテストを行う。
【００４１】
　このように、本実施の形態においては、処理槽４に、第２管路１６０の第２送気口１６
０ｓが、チューブ１８０が接続されるリークテスト用コネクタ３５の第１送気口１５０ｓ
に向けて開口されていると示した。
【００４２】
　内視鏡リプロセッサ１は、第２送気口１６０ｓから第１送気口１５０ｓに向けて気体Ａ
を供給できる構成を有していることから、リークテスト用コネクタ３５の上面３５ｊにお
ける第１送気口１５０ｓ周りに付着した水滴Ｗを吹き飛ばすことができる。
【００４３】
　また、第２管路１６０は、第１管路１５０に接続されており、検知部９９が内視鏡１０
０の内視鏡情報を読み取ると、第１管路１５０に設けられた送気ポンプ４５が駆動される
のとともに、第２管路１６０に設けられた開閉弁１７０が開けられ、第２送気口１６０ｓ
から第１送気口１５０ｓに向けて気体が吹き付けられると示した。
【００４４】
　検知部９９が内視鏡情報を読み取ると、リークテスト用コネクタ３５にチューブ１８０
のコネクタ１８０ｂが接続される前に、第２送気口１６０ｓから第１送気口１５０ｓに向
けた気体Ａの供給により、リークテスト用コネクタ３５の上面３５ｊにおける第１送気口
１５０ｓ周りに付着した水滴Ｗを自動的に吹き飛ばすことができる。
【００４５】
　このため、リークテスト用コネクタ３５に対してコネクタ１８０ｂを接続した際、上面
３５ｊの水滴Ｗが第１送気口１５０ｓを介して第１管路１５０内に浸入してしまうことを
防止することができる。
【００４６】
　さらには、第２送気口１６０ｓから気体Ａを供給して水滴Ｗを吹き飛ばした後、開閉弁
１７０を閉じて第１管路１５０内を再加圧することにより、リークテスト用コネクタ３５
に対するコネクタ１８０ｂの接続検知も制御部７０による一連の動作制御によって行うこ
とができる。
【００４７】
　以上から、リークテストの際、送気口周辺の水滴を自動的に除去することができる構成
を具備する内視鏡リプロセッサ１を提供することができる
（第２実施の形態）
　図３は、本実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成を概略的に示す図である。
【００４８】
　この第２実施の形態の内視鏡リプロセッサの構成は、図１、図２に示した第１実施の形
態の内視鏡リプロセッサの構成と比して、処理槽における第２送気口の開口位置が規定さ
れている点が異なる。
【００４９】
　よって、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００５０】
　図３に示すように、本実施の形態においては、処理槽４に対してカバー３が開閉自在で
あり、第２送気口１６０ｓは、カバー３が処理槽４に閉じられた際、処理槽４におけるカ
バー３に覆われた部位外３ｇの領域に開口されている。
【００５１】
　尚、第１送気口１５０ｓ、即ち、リークテスト用コネクタ３５は、処理槽４におけるカ
バー３に覆われた部位３ｉ内の領域に配置されている。また、その他の構成は、上述した
第１実施の形態と同じである。
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【００５２】
　次に、本実施の形態の作用について、図４を用いて説明する。図４は、図３の内視鏡リ
プロセッサにおけるリークテストの際の制御部の各種駆動制御を示すフローチャートであ
る。
【００５３】
　リークテストを行う際、先ず、ステップＳ１において、制御部７０は、検知部９９が内
視鏡１００の内視鏡情報を読み取ったと検知すると、ステップＳ２において、制御部７０
は、開閉弁１７０を閉じる制御を行う（開閉弁ＣＬＯＳＥ）。
【００５４】
　次いで、制御部７０は、送気ポンプ４５を駆動する制御を行う（送気ポンプＯＮ）。そ
の結果、開閉弁１７０は閉じているとともに第１送気口１５０ｓはコネクタ１８０ｂが接
続されていない場合は閉じていることから、第１管路１５０内が加圧される。
【００５５】
　次いで、ステップＳ１０に移行し、制御部７０は、処理槽４に対してカバー３が開いて
いるか否かを判定する。カバー３が閉じていれば、第２送気口１６０ｓは、カバー３に覆
われた部位外３ｇの領域に配置されていることから、カバー３が邪魔をして第２送気口１
６０ｓから気体Ａを第１送気口１５０ｓに吹き付けることができないため、カバー３が開
けられたことを検出するまでステップＳ３の判定を継続する。
【００５６】
　尚、カバー３が開けられたことを検出した後のステップＳ４以降の制御部７０の動作制
御は、上述した第１実施の形態と同じであるため、その説明は省略する。
【００５７】
　このように、本実施の形態においては、第２送気口１６０ｓは、カバー３が処理槽４に
閉じられた際、処理槽４におけるカバー３に覆われた部位外３ｇの領域に配置されている
と示した。
【００５８】
　このことによれば、処理槽４においてカバー３が覆われた状態で行われるリークテスト
を伴わない内視鏡１００の薬液処理工程において、薬液や水等の液体が第２送気口１６０
ｓに付着してしまうことがないことから、第２送気口１６０ｓを介して第２管路１６０内
に液体が浸入してしまうことを防ぐことができる。
【００５９】
　尚、仮に第２管路１６０内に液体が浸入してしまったとしても、液体は、開閉弁１７０
によって堰き止められ、第２管路１６０において開閉弁１７０よりも上流側に進入してし
まうことがないことから、液体が第１管路１５０内に進入してしまうことがない。
【００６０】
　さらには、上述したステップＳ２、Ｓ３に示したように、制御部７０は、第１管路１５
０内を加圧してから開閉弁１７０を開ける制御を行うことから、第２管路１６０内に浸入
した液体を第２送気口１６０ｓから吐き出すことも可能である。
【００６１】
　尚、その他の効果は、上述した第１実施の形態と同じである。
【００６２】
　また、以下、変形例を示す。上述した第１、第２実施の形態においては、第２管路１６
０は、第１管路１５０に接続されており、第１管路１５０に送気ポンプ４５が設けられて
いると示した。
【００６３】
　これに限らず、第１管路１５０と第２管路１６０とは接続されることなく別途に設けら
れているとともに送気ポンプも管路毎に第１送気ポンプ、第２送気ポントとして別途に設
けられ、第１管路１５０は、第１送気ポンプと第１送気口１５０ｓとをつなぎ、第２管路
１６０は、第２送気ポンプと第２送気口１６０ｓとをつなぐよう設けられていても構わな
い。尚、この場合、開閉弁１７０は不要となる。また、第１送気ポンプ、第２送気ポンプ
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は、それぞれ制御部７０により駆動制御される。
【００６４】
　また、第２送気口１６０ｓから第１送気口１５０ｓに向けてより乾燥した気体Ａを送気
するため、第２管路１６０に吸湿フィルタが設けられていたり、ヒータが設けられていた
りしても良い。
【００６５】
　さらに、第２送気口１６０ｓから第１送気口１５０ｓに向けて気体Ａを供給することに
より、リークテスト用コネクタ３５の上面３５ｊの水滴Ｗを除去すると示したが、これに
限らず、アルコール等の高揮発性液体を供給することによって水滴Ｗを除去しても構わな
いことは勿論である。
【００６６】
　次に、上述した第１、第２実施の形態における内視鏡リプロセッサ１の構成の一例を、
図５を用いて説明する。
【００６７】
　図５は、図１、図３の内視鏡リプロセッサの一例を、カバーが開放され、処理槽に内視
鏡が収納自在な状態において示す内視鏡リプロセッサの斜視図である。
【００６８】
　図５に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、使用済みの内視鏡１００を再生処理する
ための装置であり、装置本体２と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介して開閉自在
に接続されたカバー３とにより、主要部が構成されている。
【００６９】
　カバー３が、装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２とカバー３とは、装置
本体２及びカバー３の互いに対向する位置に配設された、例えばラッチ８により固定され
る構成となっている。
【００７０】
　装置本体２の操作者が近接する図中前面であって、例えば左半部の上部に、洗剤／アル
コールトレー１１を、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設することができる。
【００７１】
　洗剤／アルコールトレー１１には、内視鏡１００を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯
留された洗剤タンク１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡１００を乾燥する際に用いられるアル
コールが貯留されたアルコールタンク１１ｂとが収納されており、洗剤／アルコールトレ
ー１１が引き出し自在なことにより、各タンク１１ａ、１１ｂがセットできるようになっ
ている。
【００７２】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１には、２つの窓部１１ｍが設けられており、該窓部１
１ｍにより、各タンク１１ａ、１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操
作者によって確認できるようになっている。
【００７３】
　また、装置本体２の前面であって、例えば右半部の上部に、図５に示すように、薬液ト
レー１２が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。薬液トレー１２には、
内視鏡１００を消毒または滅菌する際に用いる薬液が注入された薬液ボトル１２ａと、緩
衝剤が注入された薬液ボトル１２ｂとが収納されており、薬液トレー１２が、引き出し自
在なことにより２つの薬液ボトル１２ａ、１２ｂを所定にセットできるようになっている
。前記薬液としては例えば過酢酸水溶液が挙げられる。
【００７４】
　尚、薬液トレー１２には、２つの窓部１２ｍが設けられており、該窓部１２ｍにより、
各薬液ボトル１２ａ、１２ｂに注入されている薬液、緩衝剤の残量が操作者によって確認
できるようになっている。
【００７５】
　さらに、装置本体２の前面であって、薬液トレー１２の上部に、再生処理時間の表示や
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、薬液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されている。
【００７６】
　また、装置本体２の図中前面の下部に、装置本体２の上部に閉じられているカバー３を
、操作者の踏み込み操作により装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ１０４が配
設されている。
【００７７】
　また、装置本体２の上面の、例えば操作者が近接する前面側の右端寄りに、装置本体２
の各動作のスタートスイッチ、及び各モードの選択スイッチ等の設定スイッチ類が配設さ
れたメイン操作パネル２５が設けられているとともに、操作者が近接する前面側の左端寄
りに、近付けられた内視鏡１００から内視鏡情報を受け取る、例えばＲＦＩＤから構成さ
れた検知部９９が設けられている。ここでいう動作またはモードとしては、特に限定され
ないが例えば、すすぎ、洗浄、消毒、滅菌、または乾燥の１種が挙げられる。
【００７８】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面に対向する背面側に、装置本
体２に水道水を供給するための水道蛇口に接続された図示しない給水ホースが接続される
給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１に、水道水を濾過す
るメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００７９】
　さらに、装置本体２の上面の略中央部に、内視鏡収納口をカバー３によって開閉される
、内視鏡１００が収納自在な処理槽４が設けられている。
【００８０】
　処理槽４は、操作者が近接する前面側に位置する第１の槽本体４ｔと、第１の槽本体４
ｔよりも底面が低く位置しているとともに第１の槽本体４ｔよりも背面側に位置する第２
の槽本体と、第１の槽本体４ｔ及び第２の槽本体４ｄの内視鏡収納口の外周縁に連続して
周設されたテラス部４ｒとにより構成されている。
【００８１】
　第１の槽本体４ｔ及び第２の槽本体４ｄは、使用後の内視鏡１００が洗浄消毒される際
、該内視鏡１００が収納自在である。
【００８２】
　第２の槽本体４ｄの底面には、処理槽４に供給された洗浄液、水、アルコール、消毒液
等を処理槽４から排水するための排出口５５が設けられているともに、処理槽４に供給さ
れた洗浄液、水、消毒液、または滅菌液等を、内視鏡１００の内部に具備された各管路に
供給する、またはメッシュフィルタ等を介し、後述する給水循環ノズル２４から処理槽４
に再度上記液体を供給するための循環口５６が設けられている。尚、循環口には、洗浄液
等を濾過するメッシュフィルタが設けられていても良い。
【００８３】
　第２の槽本体４ｄの側面の任意の位置に、処理槽４に供給された洗浄液、水、消毒液、
または滅菌液等の水位を検出するカバー付き水位センサ３２が設けられている。
【００８４】
　テラス部４ｒに、処理槽４に対し、洗剤タンク１１ａから水道水により所定の濃度に希
釈される洗浄剤を供給するための洗剤ノズル２２及び薬液を供給するための薬液ノズル２
３が設けられている。
【００８５】
　また、テラス部４ｒに、処理槽４に対し給水するための、または循環口５６から吸引し
た洗浄液、水、消毒液、または滅菌液等を、再度処理槽４に供給するための給水循環ノズ
ル２４と、処理槽４に供給された洗浄液、水、消毒液、または滅菌液等の異常水位を検知
するフロートスイッチ９１とが設けられている。
【００８６】
　さらに、テラス部４ｒに、内視鏡１００の内部に具備された送気送水管路及び吸引管路
に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、滅菌液またはエア等を供給するための複数、ここ
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では２つの送気送水／鉗子口用コネクタ３３と、内視鏡１００の内部に具備された副送水
管路に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、滅菌液またはエア等を供給するための複数、
ここでは２つの副送水／鉗子起上用コネクタ３４と、内視鏡１００のリークテスト用コネ
クタ３５とが設けられている。
【００８７】
　次に、図５の内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を、図６を用いて示す。図６は、図
５の内視鏡リプロセッサの内部構成の一例を示す図である。
【００８８】
　図６に示すように、内視鏡リプロセッサ１において、水道栓５がチューブ３１ａを介し
て接続された給水ホース接続口３１は、給水管路９の一端と連通している。この給水管路
９は、他端が三方電磁弁１０に接続されており、管路の中途において、給水ホース接続口
３１側から順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と、給水フィルタ１７とが介装されてい
る。
【００８９】
　尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【００９０】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、給水循環ノズル２４に対す
る給水管路９と流液管路１８との連通を内部の弁によって切り替える。つまり、給水循環
ノズル２４は、三方電磁弁１０の切り替え動作により、給水管路９と流液管路１８とのい
ずれか一方と連通する。また、流液管路１８の他端側には、液体のみを移送することがで
きる、液体の移送能力に優れた非自吸式のポンプである流液ポンプ１９が介装されている
。
【００９１】
　処理槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。循環管路
２０の他端は、流液管路１８の他端及び第１管路１５０を兼ねたチャンネル管路２１の一
端と連通するように、２つに分岐している。チャンネル管路２１の他端は、各コネクタ３
３、３４、３５、第２送気口１６０ｓに連通している。
【００９２】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、チャンネルポンプ２６
、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８、開閉弁１７０がそれぞれ介装されて
いる。
【００９３】
　チャンネルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には
、洗浄ケース６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケ
ース用管路３０には、リリーフ弁３６が介装されている。尚、チャンネルポンプ２６は、
液体と気体とをどちらも、非自吸式ポンプよりも高圧で移送することができる自吸式のポ
ンプから構成されている。
【００９４】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗剤タンク１１ａに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を
洗剤タンク１１ａから処理槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成された
洗剤用ポンプ４０が介装されている。
【００９５】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。
【００９６】
　このアルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから処理槽４まで
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持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成されたアルコール供給ポンプ４２と、電磁
弁４３とが介装されている。
【００９７】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成された送気ポンプ４５からの空気を供給するための第１管路１５０を兼ねたエア管路４
４の一端が所定にチャンネル管路２１と連通するように接続されている。このエア管路４
４は、他端が送気ポンプ４５に接続されており、エア管路４４の中途位置には、逆止弁４
７と、定期的に交換されるエアフィルタ４６とが介装されている。
　排出口５５内には、弁の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排出したり、薬液タン
ク５８に薬液を回収したりするための開閉自在な図示しない弁体が設けられている。
【００９８】
　排出口５５は、外部排液口へ接続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通す
る排液管路５９の他端と接続されており、この排液管路５９には、非自吸式のポンプから
構成された排水ポンプ６０が介装されている。また、排出口５５は、薬液回収管路６１の
一端と接続され、この薬液回収管路６１の他端は薬液タンク５８に接続されている。
【００９９】
　薬液タンク５８は、薬液ボトル１２ａ、１２ｂから薬液が供給されるように、薬液供給
管路６２の一端とも接続されている。
【０１００】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の前
記一端部分が所定に収容されている。この薬液管路６４は、他端が薬液ノズル２３に接続
されており、中途位置に、薬液を薬液タンク５８から処理槽４まで引き上げるため高圧の
自吸式のポンプから構成された薬液移送部６５が介装されている。
【０１０１】
　尚、処理槽４の底面の下部には、例えば２つの振動部５２と、ヒータ５３とが配設され
ている。
【０１０２】
　また、ヒータ５３の温度調節のため、処理槽４の底面の略中央には、温度検知センサ５
３ａが設けられている。
【０１０３】
　また、内視鏡リプロセッサ１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部７０が設けられている。
【０１０４】
　この制御部７０は、内視鏡リプロセッサ１に設けられたメイン操作パネル２５及びサブ
操作パネル１３からの各種信号が供給され、上述した各ポンプ、各電磁弁などを駆動制御
する。
【符号の説明】
【０１０５】
　１…内視鏡リプロセッサ
　２…装置本体
　３…カバー
　３ｇ…カバーに覆われた部位外
　３ｉ…カバーに覆われた部位
　４…処理槽
　４ｄ…第２の槽本体
　４ｒ…テラス部
　４ｔ…第１の槽本体
　５…水道栓
　６…洗浄ケース
　８…ラッチ
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　９…給水管路
　１０…三方電磁弁
　１１…アルコールトレー
　１１ａ…洗剤タンク
　１１ｂ…アルコールタンク
　１１ｍ…窓部
　１２…薬液トレー
　１２ａ…薬液ボトル
　１２ｂ…薬液ボトル
　１２ｍ…窓部
　１３…サブ操作パネル
　１５…給水電磁弁
　１６…逆止弁
　１７…給水フィルタ
　１８…流液管路
　１９…流液ポンプ
　２０…循環管路
　２１…チャンネル管路（第１管路）
　２２…洗剤ノズル
　２３…消毒液ノズル
　２４…給水循環ノズル
　２５…メイン操作パネル
　２６…チャンネルポンプ
　２７…チャンネルブロック
　２８…チャンネル電磁弁
　３０…ケース用管路
　３１…給水ホース接続口
　３１ａ…チューブ
　３２…水位センサ
　３３…鉗子口用コネクタ
　３４…鉗子起上用コネクタ
　３５…リークテスト用コネクタ
　３５ｊ…上面
　３６…リリーフ弁
　３９…洗浄剤管路
　４０…洗剤用ポンプ
　４１…アルコール管路
　４２…アルコール供給ポンプ
　４３…電磁弁
　４４…エア管路（第１管路）
　４５…送気ポンプ（第１送気ポンプ）（第２送気ポンプ）
　４６…エアフィルタ
　４７…逆止弁
　５２…振動部
　５３…ヒータ
　５３ａ…温度検知センサ
　５５…排出口
　５６…循環口
　５８…薬液タンク
　５９…排液管路
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　６０…排水ポンプ
　６１…薬液回収管路
　６２…薬液供給管路
　６３…吸引フィルタ
　６４…薬液管路
　６５…薬液移送部
　７０…制御部
　７１…電源
　７３…加温部
　７８…報知部
　９１…フロートスイッチ
　９９…検知部
　１００…内視鏡
　１０１…リークテストポート
　１０４…ペダルスイッチ
　１５０…第１管路
　１５０ｓ…第１送気口
　１６０…第２管路
　１６０ｓ…第２送気口
　１７０…開閉弁
　１８０…チューブ
　１８０ａ…コネクタ
　１８０ｂ…コネクタ
　Ａ…気体
　Ｗ…水滴
【図１】 【図２】
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